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は
じ
め
に

　
こ
こ
に
言
う
『
闇
齋
版
神
代
紀
』
と
は
、
山
崎
雲
華
及
び
そ
の
門
人
の

手
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
、
日
本
書
紀
神
代
上
下
二
巻
の

訓
点
付
き
の
諸
版
本
の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、

黒
板
（
大
正
十
二
年
）
及
び
丸
山
（
昭
和
三
十
年
）
に
は
、
『
延
享
二
年

闇
齋
版
』
『
梨
木
祐
之
改
正
版
』
『
下
御
難
潤
筆
』
の
三
種
の
名
が
見
え

る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
三
本
を
一
要
素
て
『
闇
雲
版
神
代
紀
』
（
以
下

「
闇
齋
版
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。
）
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　
山
崎
闇
齋
に
は
『
神
代
塾
風
葉
集
』
や
『
神
代
巻
講
義
』
（
佐
伯
有
義

『
神
道
分
類
総
目
録
』
の
「
垂
加
神
道
」
の
項
に
は
『
神
代
講
義
』
と
あ

る
が
、
同
一
の
書
を
指
す
と
み
な
せ
る
。
）
が
あ
り
、
特
に
晩
年
は
書
紀

研
究
に
精
力
を
傾
け
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
闇

齋
版
神
代
紀
諸
本
は
、
こ
の
よ
う
な
闇
齋
の
書
紀
研
究
を
ふ
ま
え
て
成
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
闇
齋
版
神
代
紀
を
詳
細
に
検
討

し
て
み
る
と
、
『
神
代
巻
風
葉
集
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
闇
齋
自
身
の
書
紀

本
文
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
、
い
わ
ゆ
る
「
嘉
点
」
（
闇
夕
星
）
と
し
て

漢
籍
等
に
み
ら
れ
る
闇
齋
の
訓
読
法
と
は
異
な
る
性
格
を
持
つ
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
よ
う
な
部
分
も
多
く
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
単
純
に
こ
れ
ら

確
言
版
諸
本
を
陰
野
自
身
と
と
直
接
結
び
付
け
る
こ
と
は
危
険
だ
と
言
い

得
る
こ
と
が
わ
か
る
。
主
に
訓
読
の
観
点
か
ら
こ
の
こ
と
を
実
証
し
、
闇

齋
版
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
そ
の
成
立
の
背
景
を
考
察
し
よ

う
と
す
る
こ
と
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

　
な
お
、
考
察
の
基
礎
と
し
た
闇
齋
版
の
上
記
三
本
は
い
ず
れ
も
架
蔵
の

も
の
を
用
い
た
。

組
放
送
大
学
講
師
（
入
間
の
探
究
）

放
送
大
学
研
究
年
報
　
第
一
〇
号
（
一
九
九
二
）
二
十
三
…
四
十
頁

一
8
ヨ
巴
○
｛
普
Φ
d
三
く
Φ
邑
轡
《
O
P
箒
と
び
Z
O
●
一
〇
（
一
㊤
露
）
℃
や
器
よ
O



171 （24）

杉浦克己

書
誌

　
先
ず
、
闇
齋
版
三
本
に
つ
い
て
そ
の
書
誌
の
概
略
を
示
す
。
三
本
と
も

体
裁
は
美
濃
版
、
上
巻
四
十
八
丁
、
下
巻
四
十
四
丁
ハ
一
面
八
行
、
一
行

十
六
文
字
詰
め
で
、
紙
型
、
羅
臼
、
書
体
は
と
も
に
相
類
似
し
、
一
見
し

て
互
い
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
に
各
々
の

特
色
を
列
記
す
る
と
共
に
、
参
考
と
し
て
各
本
の
上
巻
冒
頭
部
分
と
版
心

の
下
部
を
、
図
一
～
図
三
に
掲
げ
る
。
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『
延
享
二
年
山
崎
嘉
改
正
版
』

　
紙
型
は
一
面
縦
二
七
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
九
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

で
、
三
本
の
中
で
最
も
大
き
い
。
凹
型
は
天
地
の
界
線
間
が
二
〇
七
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
、
興
野
中
央
か
ら
左
右
の
界
線
ま
で
が
一
六
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
刊
記
は
架
蔵
の
も
の
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
他
所
に
蔵
さ
れ
て

い
る
刊
記
の
あ
る
伝
本
（
神
宮
文
庫
蔵
本
及
び
鹿
島
神
宮
宝
物
館
蔵
本
に

よ
る
）
に
照
ら
し
て
、
同
一
の
版
、
同
一
の
剃
と
み
な
し
得
る
。
表
紙
は

架
蔵
の
も
の
は
、
朽
ち
葉
色
の
薄
葉
を
貼
っ
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
左
上

部
に
題
箋
の
跡
が
み
ら
れ
る
が
、
題
箋
自
体
は
欠
落
し
て
い
る
。
先
に
挙

げ
た
有
刊
記
の
別
伝
本
に
は
ハ
次
に
述
べ
る
二
本
と
同
様
の
「
神
代
巻
上

（
下
こ
の
題
箋
が
上
下
両
冊
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
架
蔵
の
も
の
に
も
元
々

は
同
様
の
題
箋
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
各
丁
の
版
心
下
部
に
「
山
崎

嘉
改
正
版
」
の
文
字
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
山
崎
農
政
正
保
」
と

見
る
向
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
黒
板
（
前
掲
）
、
丸
山
（
前
掲
）

に
従
っ
て
「
山
崎
嘉
改
正
版
」
と
し
た
い
。
な
お
以
下
本
書
を
「
延
享
二

年
版
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。

版
型
は
天
地
の
界
線
間
が
二
〇
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
版
心
中
央
か
ら
左
右

の
界
線
ま
で
が
一
六
ニ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
表
紙
は
架
蔵
の
も
の
は

藍
色
の
薄
葉
を
貼
っ
た
も
の
で
、
上
下
各
冊
に
縦
一
八
ニ
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
横
四
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
子
持
ち
界
線
入
り
の
刷
り
題
箋
が
あ
っ

て
、
「
神
代
巻
上
（
下
）
」
と
記
す
。
刊
行
の
年
次
を
示
す
刊
記
は
な
い

が
、
下
巻
末
尾
に
「
石
原
蔵
版
」
の
文
字
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
石
原
版
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
は
丁
の
上
欄
外
に
「
貴
一
詩
賦
」
の

よ
う
に
校
合
の
跡
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
上
巻
に
六
箇
所
、
下
巻
に
十

箇
所
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
校
注
は
他
の
二
本
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ

こ
に
い
う
「
一
本
」
に
相
当
す
る
本
は
、
管
見
の
限
り
で
は
完
全
に
一
致

す
る
も
の
は
み
い
だ
し
得
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
複
数
の
本
に
よ
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
各
丁
の
版
心
下
部
に
「
梨
木
改
正
」
の
文

字
が
あ
り
、
闇
黒
の
門
人
で
あ
る
梨
木
祐
之
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
梨
木
祐
之
は
元
々
賀
茂
社
の
出
で
、
闇
齋
の
下
で
垂

加
神
道
を
修
め
、
後
に
下
賀
茂
社
祠
官
と
な
っ
て
葵
祭
の
復
活
に
尽
力
す

る
な
ど
、
同
社
の
再
興
に
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本

書
紀
に
つ
い
て
も
『
神
代
和
解
』
『
神
武
講
義
』
等
の
述
作
が
あ
る
。
な

お
以
下
本
書
を
「
梨
木
版
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。

170 （25）

『
梨
木
祐
之
改
正
版
』

紙
型
は
一
面
縦
二
七
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

『
下
御
霊
社
版
』

紙
型
は
、
縦
二
四
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
七
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
三
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本
の
中
で
最
も
小
さ
い
が
、
墨
型
は
天
地
の
界
線
間
が
二
一
四
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
、
版
心
か
ら
左
右
の
界
線
ま
で
が
一
六
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
逆
に

三
本
の
中
で
最
も
大
き
い
。
表
紙
は
藍
色
の
し
ぼ
入
り
紙
で
、
上
下
各
冊

の
左
上
部
に
、
選
一
七
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
子

持
ち
界
線
入
り
の
刷
り
題
箋
が
あ
っ
て
、
「
神
代
巻
上
（
下
）
」
と
記
す
。

題
箋
の
書
体
は
「
梨
木
改
正
版
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
愛
憎
の
版
心
下

部
に
「
下
御
盤
景
版
」
の
文
字
が
あ
っ
て
、
京
都
下
御
簾
神
社
に
よ
る
刊

行
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
刊
行
の
年
次
を
示
す
刊
記
は
な
い
が
、
表
紙

や
本
文
の
紙
質
、
刷
り
の
具
合
い
な
ど
か
ら
推
し
て
、
三
本
の
中
で
こ
の

下
御
難
社
版
が
最
も
新
し
く
、
江
戸
時
代
末
あ
る
い
は
明
治
に
入
っ
て
か

ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
下
巻
裏
見
返
し
に
「
西
京
書
騨
丁
字
屋

栄
助
」
の
文
字
が
あ
る
。
こ
れ
は
寛
永
頃
以
降
か
ら
門
徒
系
の
仏
書
の
出

版
元
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
京
都
の
書
騨
丁
字
屋
（
西
村
九
郎
衛
門
）
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
丁
字
屋
は
仏
書
以
外
の
出
版
は
余
り
多
く
な
い
よ
う

で
、
特
に
明
治
以
降
は
「
仏
書
屋
護
法
館
」
の
商
号
を
用
い
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
事
情
は
不
明
で
あ

る
。

闇
齋
版
三
種
間
の
本
文
及
び
訓
読
の
異
同

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
懸
想
版
三
種
間
の
本
文
の
異
同
と
し
て
は
、

（一

j
　
四
神
出
生
章
一
書
第
六
で
、
延
享
二
年
版
・
下
御
難
社
僧
に
あ

　
　
る
＝
云
泉
津
日
狭
女
」
の
六
文
字
の
割
り
注
部
分
を
梨
木
版
で
は

　
　
欠
い
て
い
る
。

　
（
二
）
　
寳
鏡
開
始
章
一
書
第
一
で
、
延
享
二
年
版
・
下
御
難
黒
黒
で
は

　
　
「
思
兼
神
云
者
」
と
す
る
部
分
の
「
云
」
字
を
梨
木
版
で
は
欠
く
。

　
　
た
だ
し
こ
の
部
分
の
訓
読
で
、
梨
木
版
は
「
ト
云
フ
」
と
訓
み
方
を

　
　
振
っ
て
お
り
、
こ
の
訓
に
み
ら
れ
る
「
云
」
字
と
本
文
が
何
ら
か
の

　
　
形
で
紛
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
本
文
の
「
云
」
字
は
乾
元
本
、
寛
文

　
　
版
本
な
ど
に
は
見
え
る
が
、
弘
安
本
以
下
の
多
く
の
古
写
本
や
版
本

　
　
に
は
欠
く
も
の
が
多
い
。
（
乾
元
本
で
は
傍
注
で
「
云
」
字
を
存
疑

　
　
と
し
て
い
る
。
）

の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
文
字
自
体
に
は
異
同
は
な
い

が
、　

（
三
）
　
四
神
出
生
章
；
青
第
八
末
尾
の
訓
注
部
分
で
、
延
享
二
年
版
・

　
　
下
御
蓋
尊
影
は
、
一
行
十
五
文
字
で
あ
る
べ
き
（
一
行
十
六
文
字
詰

　
　
め
で
、
一
書
部
分
は
行
頭
を
一
文
字
文
下
げ
る
た
め
十
五
文
字
詰
め

　
　
と
な
る
。
）
所
を
こ
こ
に
限
っ
て
十
四
文
字
詰
め
と
し
て
い
る
（
上

　
　
巻
十
九
丁
裏
一
行
目
）
が
、
梨
木
版
は
十
五
文
字
詰
め
で
あ
る
。
こ

　
　
の
た
め
以
下
の
丁
で
一
行
つ
つ
の
行
詰
め
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。

　
（
四
）
各
章
の
一
書
部
分
の
中
で
コ
云
…
」
と
し
て
続
く
箇
所
を
、

　
　
梨
木
版
で
は
行
替
え
せ
ず
に
続
け
て
記
す
が
、
延
享
二
年
版
・
下
御

　
　
志
学
版
で
は
行
替
え
を
す
る
。
こ
の
た
め
特
に
下
巻
で
は
、
末
尾
ま

　
　
で
に
四
行
分
の
行
詰
め
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。



闇齋版神代紀の訓読上の特色について168　（27）

の
点
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
以
外
に
は
軽
微
な
字
形
の
差
異
を
除
い
て
本
文
漢
字
の
異
同
は

皆
無
で
あ
る
。
ま
た
一
及
び
四
の
点
に
つ
い
て
は
寛
文
版
本
を
は
じ
め
多

く
の
他
本
が
延
享
二
年
版
・
下
御
難
社
版
と
同
様
で
あ
る
。

　
一
方
訓
読
の
面
で
も
、
僅
か
で
は
あ
る
が
相
互
に
差
異
が
認
め
ら
れ

る
。
省
略
表
記
や
濁
点
の
有
無
な
ど
を
除
い
て
、
積
極
的
に
訓
読
上
の
差

異
と
認
め
ら
れ
る
部
分
を
次
の
三
一
に
示
す
。

　
こ
れ
ら
の
内
二
～
五
は
｝
連
の
箇
所
に
つ
い
て
の
異
同
で
あ
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
後
の
『
神
代
巻
講
義
』
と
の
関
係
の
項
で
詳
述
す
る
。
六
・

七
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
い
難
い
が
、
寛
文
版
本
の
訓
は
両
箇
所
と
も
延

享
二
年
版
・
下
御
浸
社
版
に
一
致
す
る
。
一
の
部
分
で
は
「
其
」
字
を

「
ソ
ノ
」
と
望
む
も
の
は
、
古
写
本
の
中
で
は
『
為
縄
本
』
の
み
で
あ
り
、

〈
表
一
〉

本
文

延
享
二
年
版

梨
木
版

下
御
盤
社
版

位
置

　

其

ソ
ノ

ソ
ノ

ソ
ノ

天
地
開
關
章
本
伝

二

立
花

タ
チ
ナ
カ
ラ
右
タ
チ
ト
コ
ロ
ニ
左

タ
チ
ナ
カ
ラ

タ
チ
ト
コ
ロ
ニ

刀
剣
出
現
章
本
伝

三

姫

・
・
ヲ

・
・
二

。
・
ヲ

同
右

四

為

ト
リ
ナ
シ
テ
（
右
）
ツ
ク
リ
テ
（
左
）

ツ
ク
リ
テ

ト
リ
ナ
シ
テ

同
三

五

櫛

・
二
一
（
右
）
・
・
ヲ
（
左
）

・
・
ヲ

：
二

同
右

六

聞

・
・
テ

ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ

・
・
テ

海
宮
遊
行
章
本
伝

七

蕪

キ
コ
シ
メ
サ

キ
キ
玉
ハ

キ
コ
シ
メ
サ

海
宮
遊
行
章
一
書
第

吉
田
本
系
の
訓
み
方
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
予
想
を
立
て
る

こ
と
は
で
き
る
が
、
他
に
類
例
が
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出

な
い
。
こ
れ
ら
以
外
に
は
訓
読
の
面
で
も
、
三
本
の
間
の
大
き
な
差
異
を

見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
図
　
～
図
三
に
示
し
た
よ
う
に
版
下
の
書
体
は
互
い
に
極
め
て
類
似
す

る
も
の
の
、
完
全
に
同
一
と
は
み
な
し
得
な
い
こ
と
、
ま
た
前
項
に
示
し

た
如
く
版
型
に
も
ご
く
僅
か
で
は
あ
る
が
相
互
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
、
本
文
や
訓
読
に
も
若
干
の
異
同
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
し
て
、
三

本
は
互
い
に
極
め
て
近
し
い
関
係
に
は
あ
る
が
、
全
く
同
一
、
或
い
は
同

一
版
か
ら
の
覆
刻
と
は
み
な
し
得
な
い
。
ま
た
先
後
関
係
も
必
ず
し
も
明

確
で
は
な
い
。
架
蔵
の
三
本
で
み
る
限
り
下
御
難
社
版
が
最
も
新
し
い
こ

と
は
動
か
し
難
い
が
、
残
る
二
本
の
先
後
関
係
、
及
び
下
御
難
社
版
と
の

関
係
は
、
明
確
に
は
決
め
難
い
。
本
文
の
版
下
の
書
体
や
本
文
・
訓
読
の

異
同
を
み
る
限
り
下
御
簸
社
版
は
延
享
二
年
版
に
よ
り
近
い
と
も
言
え
る

が
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
を

受
け
て
訂
正
加
筆
し
て
整
備
し
た
、
と
い
う
こ
と
も
一
概
に
は
決
め
難

い
。
敢
え
て
憶
測
す
れ
ぼ
、
梨
木
版
が
他
の
二
本
に
先
行
し
て
先
ず
作
ら

れ
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
形
で
延
享
二
年
版
が
成
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
再
版

修
正
し
た
も
の
が
下
御
露
社
版
で
あ
る
、
と
見
る
の
が
最
も
穏
当
で
あ
ろ

う
か
。
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闇
齋
版
と
寛
文
九
年
版
本
の
本
文
の
異
同

　
闇
齋
版
と
寛
文
九
年
版
本
（
以
下
「
寛
文
版
本
」
と
略
記
す
る
こ
と
が

あ
る
）
の
本
文
の
異
同
箇
所
は
、
異
な
り
文
字
数
で
僅
か
に
二
七
箇
所
で

あ
っ
て
、
例
え
ば
、
黒
羽
版
が
神
代
上
下
巻
の
み
で
も
実
に
二
百
箇
所
近

く
も
の
異
同
を
持
つ
こ
と
か
ら
比
較
し
て
も
、
ご
く
僅
か
で
あ
る
と
言
い

得
る
。
特
に
黒
羽
版
で
は
数
文
字
か
ら
あ
る
場
合
に
は
数
行
に
も
わ
た
っ

て
大
き
く
本
文
を
改
編
し
て
、
編
者
自
ら
の
解
釈
を
積
極
的
に
本
文
校
訂

の
上
に
も
反
映
さ
せ
て
い
る
が
、
一
一
版
に
は
そ
の
よ
う
な
箇
所
は
な

く
、
本
文
の
異
同
も
全
て
文
字
単
位
の
こ
と
が
ら
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
異
同
の
典
型
を
下
御
塞
社
版
と
寛
文
版
本
の
対
比
で
み
た
も
の
を
次

の
表
二
に
掲
げ
る
。
（
な
お
、
掲
出
位
置
の
後
に
「
他
」
を
記
し
た
も
の

は
、
掲
げ
た
以
外
の
箇
所
に
も
同
様
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
）

　
こ
れ
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
文
の
異
同
と
い
っ
て
も
、
七
や

十
三
の
例
な
ど
を
除
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
い
わ
ゆ
る
異
体
字
の
範
囲

に
納
ま
る
こ
と
が
ら
な
の
で
あ
っ
て
、
意
味
内
容
に
ま
で
関
わ
る
よ
う
な

文
字
の
差
異
は
皆
無
で
あ
る
。

　
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
の
諸
写
本
や
寛
文
版
本
の
神
代
七
代
章
一

書
第
二
末
尾
の
訓
注
「
葉
…
爾
」
の
九
字
、
お
よ
び
四
神
出
生
章
一
書
第

七
の
訓
注
「
倉
…
岐
」
の
一
六
三
字
は
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
前
者
は

〈
表
二
V

闇
齋
版

寛
文
版
本

位
　
置

一

妙

妙

天
地
開
開
章
本
伝

二

蛇

並

同
等
他

三

師

即

大
八
洲
生
成
章
一
書
第
一

四

室

宜

同
権
他

五

廼

廼

四
神
出
生
章
本
伝
他

六

青

青

同
右
三

七

磐

磐
石

同
工

八

畝

畝

四
神
出
生
章
一
書
第
六
他

九

情

情

同
右
他

一
〇

堅

堅

三
珠
盟
約
章
本
伝
三

二

黒

黒

同
右
他

＝
一

炉

妬

瑞
珠
盟
約
章
一
書
第
三

＝
二

太
諄

大
回

同
右

～
四

備

備

同
右

一
五

脚

脚

寳
剣
出
現
章
本
伝
他

一
六

座

座

寳
剣
出
現
章
一
書
第
三
他

一
七

曽

曾

同
右
他

一
八

郷

郷

寳
剣
出
現
章
一
書
第
四
他

一
九

養

美

天
孫
降
臨
章
本
伝
他

二
〇

宜

宜

同
右
他

一
二

奇

音

同
右
他

二
二

惑

喪

同
右
他

二
三

崎

碕

天
孫
降
臨
章
一
書
第
一
他

二
四

敷

勅

海
宮
遊
行
章
一
書
第
一
他

二
五

亜田

留

海
宮
遊
行
章
一
書
第
二
他

二
六

縣

綿

同
右
他

二
七

進

進

同
右
他
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同
章
一
書
第
一
、
後
者
は
同
章
一
書
第
六
の
末
尾
に
、
本
来
各
々
あ
る
べ

き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
吉
田
本
系
の
諸
本
で

も
、
『
水
戸
本
』
の
同
所
へ
の
傍
注
や
『
釈
日
本
紀
』
の
「
乱
脱
」
の
項

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
江
戸
時
代
の
版
本
で
も
黒
羽
版
は
じ
め
い

く
つ
か
の
も
の
は
、
本
来
の
位
置
と
考
え
ら
れ
る
所
へ
動
か
し
て
い
る

が
、
非
才
版
で
は
寛
文
版
本
の
そ
れ
に
従
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

闇
齋
版
と
寛
文
版
本
の
訓
読
の
異
同

　
訓
読
の
面
か
ら
み
て
も
、
闇
即
今
と
寛
文
版
本
の
差
異
は
ご
く
僅
か
で

あ
る
。
仮
名
表
記
の
省
略
の
仕
方
の
違
い
な
ど
に
よ
る
異
同
を
除
い
て
、

明
ら
か
に
異
な
る
訓
み
方
と
思
わ
れ
る
例
は
、
延
べ
二
百
八
十
箇
所
程
度

に
過
ぎ
な
い
。
江
戸
末
か
ら
明
治
初
に
か
け
て
の
他
の
諸
版
本
（
黒
羽
版

や
田
中
頼
庸
校
訂
日
本
紀
な
ど
）
が
、
寛
文
版
本
と
は
大
き
く
異
な
る
訓

み
方
を
し
て
い
て
、
異
同
箇
所
を
計
数
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
不
可
能
と

思
わ
れ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
本
書
が
い
か
に
寛
文
版
本
に
近
い
か
が
よ

く
わ
か
る
。

　
訓
読
の
異
同
箇
所
と
し
て
挙
げ
得
る
も
の
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う

な
典
型
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
御
記
社
版
と
寛
文
版
本
の
比
較

の
形
で
、
出
現
順
に
そ
の
大
略
を
次
の
表
三
に
示
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

四
、
四
九
、
五
一
な
ど
の
例
は
、
寛
文
版
本
の
省
略
表
記
型
を
補
っ
て
示

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
六
、
九
、
　
一
五
、
二
一
、
二
三
、
三

〈
表
三
〉本

文

闇
齋
版

寛
文
版
本

位
置

一

猶

・
ヲ
（
右
）
。
・
シ

・
ヲ

天
地
野
望
章
「
書
第
四
他

二

喜

ア
ナ
ウ
レ
シ

ア
ラ
ウ
レ
シ
（
右
）
ア
ナ
（
左
）

神
世
七
代
章
本
伝

三

反

カ
ヘ
リ
テ

カ
ヘ
ツ
テ

同
右

四

以

モ
テ

・
テ

同
右

五

灌
合

ミ
ト
ノ
マ
ク
バ
イ

ミ
ト
ノ
マ
ク
ハ
イ

同
右
他

六

往

ユ
イ
テ

ユ
ヒ
テ

同
書
他

七

画
漕
海

ア
ヲ
ヴ
ナ
ハ
ラ
ヲ
　
　
カ
キ
ナ
シ
テ

シ
ホ
コ
ヲ
ロ
コ
ヲ
ロ
カ
キ
ナ
シ
テ
（
右
）
カ
キ
ナ
シ
ア
ヲ
ウ
ナ
ハ
ラ
ヲ
（
左
）

神
世
七
代
章
一
書
第
一

八

降
居

ア
マ
ク
タ
リ
マ
シ

ア
マ
ク
タ
リ
マ
ス

同
筆

九

八
尋

ヤ
ヒ
ロ

ヤ
イ
ロ

同
右

一
〇

將

マ
サ
・
（
右
）
シ
テ
（
左
）

：
二
（
右
）
シ
テ
（
左
）

同
右

＝

少
男

ヲ
ト
コ

ヲ
ト
コ
ヲ

同
右
他

｛
二

少
女

ヲ
ト
メ

ヲ
ト
メ
ヲ

同
右
他

；
｝

奏

マ
ウ
シ
玉
フ

申
シ
玉
フ

同
右

　
四

ト
合

ウ
ラ
ア
フ

ウ
ラ
フ

同
条

一
五

教

ア
ヂ
ハ
ヒ

・
・
ハ
イ

同
右

一
六

欲

オ
モ
フ
ト
ノ
玉
ヒ
テ

ノ
玉
ヒ
テ

神
世
七
代
章
｛
書
第
二

一
七

握

ト
リ
テ

ト
ツ
テ

神
魂
七
代
章
一
書
第
＋

一
八

句
句
廼
馳

ク
ク
ノ
チ

ク
グ
ノ
チ

四
神
出
生
章
本
伝

一
九

天
照
大
神

ア
マ
テ
ラ
ス
ヲ
ホ
ン
カ
ミ

ア
マ
テ
ラ
ス
　
ヲ
ホ
カ
ミ

同
右
割
注

二
〇

宜

：
シ
ク
（
右
）
ヘ
カ
ラ
（
左
）

ム
へ
（
右
）
ヘ
カ
ラ
（
左
）

同
右
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二
一

勇
惇

イ
サ
ミ
タ
ケ
フ
シ
テ

イ
サ
ミ
タ
キ
ウ
シ
テ

同
右

二
二

勅

ミ
コ
ト
ノ
リ
　
　
シ
玉
バ
ク

コ
ト
ヨ
サ
シ
（
右
）
　
　
玉
ハ
ク
ミ
コ
ト
ノ
リ
シ
テ
（
左
）

同
右

二
一
二

遂
遂

ヤ
ラ
ヒ
キ

ヤ
ラ
イ
キ

同
門

二
四

顧
晒
之
間

ミ
ル
マ
サ
ガ
リ

ミ
ル
マ
サ
カ
リ

四
神
出
生
章
一
書
第
一

二
五

死

コ
ト
ナ
リ
（
右
）
コ
ト
ァ
リ
（
左
）

コ
ト
ナ
リ

四
神
出
生
章
一
書
第
二

二
六

順

マ
ニ
く

・
・
：
テ
（
右
）
マ
ニ
く
（
左
）

同
右

一
毛

小
便

ユ
ハ
リ

ユ
バ
リ

四
神
出
生
章
一
書
第
四

二
八

乃

ス
。
・
。

…
チ

四
神
出
生
章
一
書
第
六
他

二
九

・
命

●
ト

ト
〉

四
神
出
生
章
一
書
第
六
他

三
〇

喰
泉
之
竃

ヨ
モ
ツ
ヒ
ク
ヒ

ヨ
モ
ツ
ヒ
ク
イ

四
神
出
生
章
｝
書
第
六

コ
ニ

驚

ヲ
ト
ロ
キ
玉
ヒ
テ

玉
ヒ
テ

四
神
出
生
章
一
書
第
六

三
二

到

・
ト
ノ
玉
ヒ
テ

・
ト
ノ
玉
イ

同
右

三
三

千
五
百

イ
ヲ

イ
ホ

同
右

三
四

際

ア
イ
タ

ア
ヒ
タ

同
右

三
五

太
弱

・
ノ
玉
ヒ
テ

ノ
玉
テ

同
工
他

三
六

潜
濯

カ
ヅ
キ
ス
〉
ク

シ
ツ
ミ
ス
・
ク
（
右
）
カ
キ
ツ
（
左
）

同
右
　
　
　
　
告

三
七

勅
任

コ
ト
ヨ
サ
シ
テ

コ
ト
ヨ
ザ
シ
テ

同
仁

三
八

悉
恨

フ
ヅ
ク
ム

フ
ヅ
ク

同
右

三
九

泣
耳

・
ト
申
玉
フ

マ
ウ
ジ
玉
フ

同
右

四
〇

斬

キ
リ
テ

キ
ツ
テ

四
神
出
生
章
一
書
誤
七

四

足

ア
シ

フ
モ
ト

同
一

四
二

故

・
レ

ユ
ヘ
ニ

四
神
出
生
章
一
書
第
九

四
三

臣
事

マ
フ
ス
コ
ト
（
右
）
シ
ル
キ
コ
ト
（
左
）

マ
フ
ス
コ
ト

同
一

四
四

難
運
當
遷

ア
ツ
シ
レ

ア
ツ
シ
レ
（
右
）
カ
ミ
ア
カ
リ
　
マ
シ
ナ
ン
ト
〈
左
）
ミ
イ
ノ
チ
カ
ミ
ア
カ
リ
（
左
）

瑞
珠
盟
約
章
本
伝

四
五

髪
璽

ミ
イ
ナ
タ
キ

ミ
ナ
タ
キ
（
右
）
ミ
ツ
ラ
（
左
）

同
右

四
六

姉

ア
ネ
ノ
ミ
コ
ト

ナ
ネ
ノ
ミ
コ
ト

同
右
他

四
七

天
忍
骨
尊

ア
マ
ノ
ヲ
シ
ホ
ネ
ノ
　
　
　
　
　
o
　
●
　
ト

ア
マ
ノ
ヲ
シ
ヲ
ネ
ノ
　
　
　
　
　
o
　
o
ト

瑞
珠
盟
約
章
｝
書
第
一

四
八

逐
降

カ
ン
ヤ
ラ
ヒ
ニ
　
　
　
ヤ
ラ
ヒ
キ

カ
ン
ヤ
ラ
イ
ニ
　
　
　
ヤ
ラ
ヒ
キ

寳
鏡
開
始
章
本
伝

四
九

立

タ
テ
テ

・
テ
〉

天
孫
降
臨
章
本
伝

五
〇

然

シ
カ
レ
ト
モ

シ
カ
モ

同
右
他

五
一

神

カ
ミ

●
こ
、

同
訓
他

五
二

威

コ
ト
く
ク

コ
ト
く
ク
ニ

同
右

五
三

可

ヘ
ケ
ン

・
ケ
ン

同
右
他

五
四

一
一
一
尉

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
　
　
　
ノ
ミ
コ
ト

タ
カ
ン
ミ
ム
ス
ヒ
　
　
　
　
ノ
ミ
コ
ト

同
右

五
五

不
復
命

申
サ

申

同
右

五
六

不
來
報

カ
ヘ
リ
コ
ト
申
シ
ニ

カ
ヘ
リ
コ
ト
申
ろ
　

同
工

五
七

洞
達

ト
ヲ
リ
テ

ト
ヲ
ツ
テ

同
右

五
八

乃

ス
。
・

無
訓

同
一
他

五
九

大
葉
刈

オ
ホ
バ
カ
リ

カ
リ
（
右
）
二
字
ヨ
マ
ス
（
左
）

同
一

六
〇

當

・
サ
ニ
（
右
）
・
ヒ
（
左
）

マ
サ
ニ

天
孫
降
臨
章
一
書
第
二
他

六
一

殿

ミ
ア
ラ
カ

ミ
ア
カ

同
右

六
二

手
玉
玲
瑞

タ
タ
マ
モ
ユ
ラ
ニ

四
二
マ
／
モ
ユ
ラ
ニ

天
孫
降
臨
章
一
書
第
三

五
三

幸

サ
ヂ

サ
チ

二
宮
遊
行
章
本
伝

六
四

新

ニ
ヰ
シ
キ

ニ
イ
シ
キ

岡
右
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○
、
三
二
、
三
三
、
三
四
、
四
七
、
四
八
、
六
四
な
ど
は
仮
名
遣
い
を
改

め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
九
の
「
八
尋
」
ヤ
ヒ
ロ
（
闇
）
〉
ヤ
イ
ロ

（
寛
）
の
よ
う
に
、
寛
文
版
本
の
仮
名
遣
い
で
は
本
来
の
語
義
を
誤
っ
て

受
け
取
ら
れ
る
恐
れ
の
あ
る
よ
う
な
箇
所
に
、
訂
正
を
加
え
て
い
る
点
な

ど
に
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
、
一
七
、
四
〇
、
五
七
な
ど
は
、
寛
文

版
本
の
音
便
形
を
、
も
と
の
形
に
直
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
逆

は
少
い
点
も
注
意
で
き
る
。
二
七
、
三
七
、
六
三
な
ど
は
濁
点
の
有
無
に

関
す
る
差
異
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
版
本
一
般
に
、
濁
点
の
表
示
は
必

ず
し
も
十
全
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
点
を
両
本
間
の
積
極
的
な
差

異
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
三
六
、
四
四
な
ど
は
寛
文
版
本
が
二
訓
併
記
と
な

っ
て
い
る
（
し
か
も
三
六
に
つ
い
て
は
寛
文
版
本
の
左
訓
「
カ
キ
ツ
」
は

「
カ
ツ
キ
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
）
を
一
訓
に
整
理
し
た
も

の
。
四
二
の
「
故
」
字
の
訓
「
ユ
へ
一
こ
（
寛
）
を
「
カ
レ
」
（
闇
）
と
す

る
の
は
、
神
代
上
下
巻
を
通
じ
て
、
寛
文
版
本
で
も
「
故
」
字
は
ほ
と
ん

ど
「
カ
レ
」
と
訓
む
な
か
で
、
こ
の
箇
所
だ
け
に
つ
い
て
前
後
の
関
係
か

ら
「
ユ
へ
一
こ
と
し
て
い
る
点
を
、
全
編
統
一
し
て
「
カ
レ
」
と
し
た
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
同
様
の
箇
所
が
も
う
一
箇
所
あ
る
。
闇

齋
版
で
は
「
故
」
字
は
全
て
「
カ
レ
」
と
し
て
い
る
。
）

　
こ
れ
ら
を
除
い
た
残
り
が
、
積
極
的
に
寛
文
版
本
と
は
異
な
る
訓
み
方

を
採
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
ご
く
小
数
で
あ
る
。

　
内
容
を
み
て
み
る
と
、
四
一
の
「
足
」
字
を
「
フ
モ
ト
」
と
せ
ず
に

「
ア
シ
」
と
す
る
点
が
、
他
の
諸
本
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
五
九
の

「
大
葉
刈
」
を
「
寛
文
版
本
」
始
め
吉
田
本
系
の
諸
本
が
皆
「
大
葉
」
二

字
を
「
不
等
」
扱
い
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
闇
齋
版
は
「
大
葉
」
ま

で
含
め
て
訓
ん
で
い
る
点
、
一
九
の
「
ア
マ
テ
ラ
ス
ヲ
ホ
ン
カ
ミ
」
と
五

四
の
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
」
の
例
な
ど
が
本
書
の
特
徴
的
な
営
み
方
と
言
い

得
る
が
、
こ
れ
ら
を
も
っ
て
本
書
が
積
極
的
に
独
自
の
解
釈
に
基
づ
い
た

警
み
方
を
示
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

五
四
で
寛
文
版
本
が
「
タ
カ
ン
ミ
ム
ス
ヒ
」
と
す
る
の
は
、
他
の
吉
田
本

系
の
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
む
し
ろ
寛
文
版
本
の
特
色
で
あ

る
。
ま
た
、
寳
剣
出
現
章
一
書
第
六
で
「
強
暴
」
字
を
寛
文
版
本
で
は

「
ア
ジ
カ
ル
」
と
す
る
が
、
闇
齋
版
で
も
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ

て
い
る
よ
う
な
例
も
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
も
、
製
革
版
は
全
面
的
に
寛
文
版
本
の
本
文
と

訓
読
に
依
拠
し
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
点
で
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
が
、
ご
く

一
部
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
し
か
し
そ
の
差
異
は
積
極
的
に
寛

文
版
本
の
本
文
や
霞
み
方
に
異
を
唱
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
そ
の
誤
り
や
不
備
を
補
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
。
な
ど
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

神
代
巻
講
義
の
記
述
と
闇
齋
版
の
関
係

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
闇
齋
に
は
独
自
の
書
紀
研
究
書
と
し
て
『
神
代
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巻
講
義
』
（
以
下
「
講
義
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。
）
『
神
代
士
風
葉

集
』
（
以
下
「
照
葉
集
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。
）
が
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
闇
流
の
書
紀
研
究
に
み
ら
れ
る
本
文
の
解
釈

と
、
闇
齋
版
の
訓
読
と
の
関
係
を
次
に
み
て
み
た
い
。
な
お
以
下
の
考
察

に
は
、
日
本
古
典
学
會
『
山
崎
闇
齋
全
集
・
巻
四
・
蚕
篭
』
（
昭
和
＝
年
、

昭
和
五
三
年
ぺ
り
か
ん
社
よ
り
復
刊
）
を
用
い
た
。

　
『
神
代
巻
講
義
』
の
名
を
冠
す
る
伝
本
に
は
現
在
四
種
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
元
と
な
っ
た
の
は
、
闇
齋
の
講
義
を
浅
見
綱
齋
が
筆
録
し
た

三
巻
本
で
、
こ
こ
に
言
う
『
神
代
巻
講
義
』
も
同
書
を
指
す
。
本
文
は
、

漢
字
片
仮
名
混
じ
り
の
い
わ
ゆ
る
抄
物
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
先
行
の
諸

本
や
諸
注
釈
書
の
説
を
引
い
て
、
闇
齋
自
身
の
解
釈
を
述
べ
て
い
る
が
、

特
に
忌
部
正
通
の
『
神
代
巻
口
訣
』
に
多
く
依
っ
て
い
る
ら
し
く
、
「
三

十
二
丁
ノ
ウ
ラ
ノ
七
山
」
（
二
百
七
十
頁
三
行
目
・
以
下
『
神
代
巻
講
義
』

の
二
二
は
日
本
古
典
学
会
編
『
山
崎
闇
齋
全
集
・
第
四
巻
』
ぺ
り
か
ん
社

再
刊
版
の
頁
数
に
依
っ
て
示
す
。
）
の
よ
う
に
詳
細
に
『
ロ
訣
』
を
引
い

て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

　
自
ら
の
神
道
説
に
関
わ
る
解
釈
が
主
で
、
訓
読
に
つ
い
て
の
直
接
的
な

記
述
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
「
臥
（
フ
シ
ナ
ガ
ラ
）
」

（一

％
�
ﾅ
・
四
神
出
生
章
一
書
第
二
）
や
「
疾
風
（
ハ
ヤ
チ
）
」
（
二
六
八

頁
・
天
孫
降
臨
章
本
伝
）
の
よ
う
に
闇
齋
版
の
訓
み
方
に
一
致
す
る
も
の

も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
時
に
寛
文
年
版
本
の
そ
れ
に
も
一
致
す
る
。
一

方
闇
齋
版
に
見
え
る
訓
み
方
と
は
一
致
し
な
い
部
分
も
い
く
つ
か
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
例
を
以
下
に
示
す
。

　
「
故
（
カ
ル
ガ
ユ
へ
）
」
（
一
＝
九
頁
四
行
目
）
四
神
出
生
章
一
書
第
六

の
「
故
」
字
の
訓
み
方
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
が
、
闇
詩
感
の
ほ
う
で

は
「
カ
レ
」
と
寛
文
版
本
と
同
様
の
訓
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
所
帯
（
ミ
バ
カ
セ
ノ
）
十
握
劔
」
（
二
三
四
頁
三
行
目
）
瑞
垣
盟
約
章

一
書
第
一
の
天
照
大
神
の
劔
に
か
か
る
「
所
帯
」
字
に
つ
い
て
、
寛
文
年

版
本
で
は
「
ミ
バ
カ
セ
ル
」
と
い
う
訓
み
方
を
し
て
お
り
、
黒
本
も
多
く

は
同
様
で
、
希
に
「
バ
カ
セ
ル
」
の
訓
が
み
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
し
か

し
「
ミ
バ
カ
セ
ル
」
と
い
う
訓
で
は
、
接
頭
辞
「
ミ
」
が
動
詞
に
付
く
こ

と
に
な
り
、
日
本
書
紀
の
訓
読
の
中
で
も
、
ま
た
一
般
的
な
語
法
の
上
で

も
異
例
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
門
前
（
昭
和

三
一
年
）
に
『
古
事
記
』
の
同
説
話
部
分
の
「
所
御
心
之
」
字
に
つ
い
て

の
詳
細
な
ご
考
察
が
あ
っ
て
、
「
劔
」
を
表
す
語
と
し
て
「
ミ
バ
カ
シ
」

と
名
詞
に
読
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
神
代
巻
講
義
の
「
ミ
バ
カ

セ
ノ
」
と
い
う
訓
み
方
も
、
こ
の
点
を
考
慮
し
た
周
到
な
訓
と
言
い
得
る

が
、
闇
齋
版
で
は
寛
文
版
本
と
同
様
に
「
ミ
バ
カ
セ
ル
」
と
な
っ
て
い

る
。　

「
立
…
髪
」
（
二
五
二
頁
八
行
）
寳
剣
出
現
本
伝
の
「
立
…
髪
」
の
十
六

字
に
つ
い
て
、
神
代
巻
講
義
で
は
、
書
紀
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
い
て
、

訓
点
を
付
け
て
そ
の
酌
み
方
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

　
　
タ
チ
ナ
カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ッ
ク
リ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
サ
シ
エ
フ

　
　
立
化
奇
　
稲
　
田
　
姫
　
為
二
湯
　
津
　
爪
　
櫛
～
而
　
冠
付

　
　
　
　
ミ
ツ
　
　
　
ラ
ニ

　
　
於
　
御
　
髪
『
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こ
の
よ
う
に
本
文
を
引
い
た
記
述
は
神
代
巻
講
義
の
中
で
は
こ
こ
一
箇

所
の
み
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
梨
木
本
は
神
代
巻

講
義
と
同
様
の
訓
み
方
で
あ
る
が
、
延
享
二
年
版
は

　
　
タ
チ
ナ
カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
ト
リ
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
サ
シ
玉
フ

　
　
立
化
　
奇
稲
　
田
　
姫
　
為
二
　
湯
　
津
　
爪
　
櫛
一
而
挿
ニ

　
　
ト
コ
ロ
ニ
ナ
リ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ク
リ
テ

　
　
　
　
ミ
ツ
　
　
　
ラ
ニ

　
　
於
　
御
　
髪
『

と
、
左
右
に
二
七
を
併
記
し
、
下
御
心
社
版
は

　
　
タ
チ
ナ
カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
ト
リ
ナ
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
サ
シ
玉
フ

　
　
立
化
奇
　
稲
　
田
　
姫
　
為
二
湯
　
津
　
爪
　
櫛
一
病
拝
ニ

　
　
ミ
ツ
　
　
　
ラ
ニ

　
　
於
　
御
　
髪
…

と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
寛
文
版
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
闇
齋
の
考
え
に

従
う
な
ら
、
梨
木
版
の
よ
う
に
読
む
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
闇
齋
の
訓
み

方
が
反
映
し
た
跡
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
闇
道
順
三
本
の
問
で
扱

い
が
異
な
っ
て
お
り
、
完
全
に
神
代
巻
講
義
に
依
っ
て
い
る
と
は
言
い
き

れ
な
い
。

『
神
代
巻
風
詠
集
』
の
記
述
と
闇
齋
版
の
関
係

　
『
神
代
昔
風
葉
集
』
は
『
中
臣
逆
風
水
章
』
と
共
に
立
番
神
道
の
双
壁

（
日
本
古
典
学
會
『
山
崎
闇
齋
全
集
・
第
五
巻
』
序
文
）
と
称
せ
ら
れ
、
垂

加
神
道
の
中
心
的
な
著
作
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
神
代
紀
の
各

章
を
挙
げ
、
こ
れ
に
対
す
る
先
行
の
諸
注
釈
の
記
述
を
逐
一
引
用
し
た
上

で
、
「
翁
日
…
」
（
一
部
で
は
「
翁
謂
…
」
と
す
る
箇
所
も
あ
る
）
と
し
て

闇
齋
自
身
の
説
を
記
す
形
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
た
諸
注
釈
は

広
範
囲
に
及
び
、
引
用
の
さ
れ
か
た
も
精
密
で
あ
る
上
、
現
在
で
は
逸
書

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
引
か
れ
て
い
て
、
垂
加
神
道
の
み
な
ら
ず
中
世
以

降
の
書
紀
研
究
の
足
跡
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
あ

る
。　

但
し
、
こ
の
「
翁
日
」
の
記
述
は
、
文
字
ど
お
り
闇
齋
の
書
紀
解
釈
の

「
神
髄
」
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
全
体
で
も
三
七
箇
所
（
他
に
冒
頭

の
日
本
書
紀
の
成
立
事
情
を
述
べ
る
序
文
部
分
に
八
箇
所
）
し
か
な
く
、

そ
の
内
容
も
書
紀
本
文
の
一
字
一
句
に
つ
い
て
云
々
す
る
の
で
は
な
く

て
、
章
段
単
位
で
の
全
体
的
な
解
釈
を
述
べ
る
も
の
が
多
い
た
め
、
訓
読

と
直
接
に
関
わ
る
記
述
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
目

に
つ
い
た
箇
所
を
以
下
に
掲
げ
る

　
「
國
稚
地
稚
」
（
天
地
開
副
章
一
書
第
二
）
こ
の
部
分
に
つ
い
て
風
葉
集

は
「
國
稚
地
稚
と
は
國
土
の
う
い
く
し
き
事
を
い
へ
り
」
と
し
て
、
引

用
し
た
『
神
代
巻
ロ
訣
』
の
「
稚
ハ
宇
伊
志
也
、
地
ハ
幼
也
」
と
の
記
述

を
は
じ
め
、
他
の
い
く
つ
か
の
諸
注
釈
の
こ
れ
に
類
す
る
記
述
を
肯
定
し

て
い
る
。
こ
の
部
分
の
「
稚
」
字
に
つ
い
て
は
、
寛
文
年
版
本
は
じ
め
吉

田
本
系
の
先
行
諸
本
は
こ
と
ご
と
く
「
イ
シ
し
の
訓
を
付
け
て
お
り
、
こ

れ
ら
と
は
若
干
性
格
が
異
な
る
と
目
さ
れ
て
い
る
『
為
縄
本
』
の
み
が
左

訓
に
「
ワ
カ
ク
」
を
持
っ
て
い
る
の
が
唯
一
の
異
例
で
あ
る
。
「
イ
シ
」

と
い
う
形
容
詞
自
体
は
「
美
し
い
」
の
意
で
は
平
安
時
代
以
降
の
仮
名
文

に
用
例
を
多
く
見
い
だ
し
得
る
が
、
「
若
々
し
い
」
等
の
意
で
用
い
ら
れ

た
例
は
神
代
紀
の
こ
の
箇
所
へ
の
付
訓
以
外
に
は
用
例
が
少
な
く
、
疑
問
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を
持
た
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。
軍
需
集
の
「
翌
日
」
で
は
、
直
接
訓
読
の

こ
と
に
は
触
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
を
積
極
的
に
「
若
ひ
し
」
と
見
る

な
ら
ば
、
当
然
「
ウ
ヒ
シ
」
或
い
は
「
ウ
イ
シ
」
と
い
う
訓
み
方
を
採
る

べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
豊
野
版
で
は
先
行
諸
本
の
訓
み
方
を
踏
襲
し
て
い

る
。　

「
奥
津
棄
　
」
（
寳
剣
出
現
章
一
書
第
五
）
風
葉
集
で
は
、
引
用
し
た
先

行
諸
注
釈
を
ふ
ま
え
て
「
オ
ク
ツ
キ
」
或
い
は
「
オ
キ
ツ
キ
」
と
う
訓
み

方
を
提
出
し
て
い
る
。
特
に
、
天
智
紀
や
『
萬
葉
集
』
巻
九
の
田
邊
福
麿

の
歌
に
見
え
る
「
奥
城
」
の
例
を
引
く
な
ど
、
積
極
的
に
寛
文
版
本
な
ど

の
諸
本
に
み
ら
れ
る
「
オ
キ
ツ
ス
タ
へ
」
（
仮
名
遣
い
は
オ
ー
ー
ヲ
、
へ
ー
ー

エ
・
ヱ
な
ど
が
あ
る
）
の
訓
に
異
を
唱
え
、
詳
し
く
語
義
を
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
闇
齋
版
の
該
当
部
分
へ
の
付
訓
は
「
オ
キ
ツ
ス
タ
へ
し
と
、
風
葉

集
の
説
を
反
映
し
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
闇
齋
の
書
紀
研
究
と
闇
齋
版
と
の
関
係

　
『
垂
加
文
集
上
之
一
』
（
『
山
崎
闇
齋
全
集
・
第
二
巻
』
に
よ
る
）
に
収
め

ら
れ
て
い
る
「
伊
勢
太
神
宮
儀
式
序
」
に
神
代
下
巻
天
孫
降
臨
章
の
一
節

を
引
い
て
、
こ
れ
を
訓
読
し
た
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

殿視ミ
　ニ診
岸伝卑

為寳
　
ヲ
　
　
　
ニ
　
　
　
ス
　
　
　
カ
　
ア
レ
ヲ

丸
鏡
　
轡
田
レ
　
猶
レ
瑚
侃
レ
　
五
ロ

イ
　
ヒ
ノ

齋
　
鏡
一

　
　
　
ニ
　
　
　
シ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
ニ
シ

可
二
半
同
レ
床
共
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
山
崎
豊
里
全
集
』

こ
の
部
分
の
闇
齋
版
で
の
訓
点
は
、

第
二
巻
・
二
百
六
十
九
頁
下
）

共辛視ミ
レツニサ

ニ　　ン
婁此旱

　ノ
殿多寳

勇ノ
以ヲ鏡

テーヲ

為ス當写

齋ス猶訳
ラレ案

鏡
一ト 居N
　レカ
　吾
　当
　可、
　＿引ン

　盤ト
　ハ重

　彫
　吃
　床1

と
な
っ
て
い
て
、
「
伊
勢
太
神
宮
儀
式
序
」
の
そ
れ
と
は
一
致
せ
ず
、
寛

文
版
本
と
同
様
の
訓
み
方
で
あ
る
。
些
細
な
相
違
で
は
あ
る
が
、
伊
勢
の

御
神
体
で
あ
る
寳
鏡
の
由
来
に
関
わ
る
部
分
で
も
あ
り
、
目
に
つ
く
相
違

点
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
闇
齋
点
」
と
闇
齋
版
の
訓
読
と
の
関
係

　
闇
齋
は
、
も
と
も
と
医
家
の
出
で
あ
っ
て
、
仏
門
に
一
旦
入
っ
た
後
に

朱
子
学
に
修
め
て
広
く
漢
籍
を
学
び
、
更
に
神
道
諸
派
を
修
め
て
独
自
の

宗
教
的
な
考
え
方
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
漢
籍
等
に
つ
い
て
の
研
究

も
、
旧
説
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
広
く
新
し
い
視
野
を
も
っ
て
精

緻
な
研
究
を
残
し
て
い
る
が
、
訓
読
の
面
で
も
、
中
世
ま
で
の
い
わ
ゆ
る

博
士
家
流
の
訓
み
方
で
は
な
く
、
彼
独
自
の
合
理
性
を
も
っ
た
新
し
い
訓

読
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
は
以
後
一
般
に
「
嘉
点
」
（
闇
齋
点
）
と
呼
ば

れ
、
訓
読
史
上
の
一
時
期
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
代
ま
で

連
な
る
訓
読
の
基
礎
と
な
っ
た
「
道
春
点
」
と
並
ん
で
江
戸
時
代
を
通
じ
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て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
所
と
な
っ
た
。

漢
籍
の
訓
読
と
日
本
書
紀
に
於
け
る
そ
れ
を
同
列
に
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
闇
齋
版
の
訓
読
も
、
闇
齋
の
名
を
冠
す

る
以
上
は
、
何
ら
か
の
形
で
こ
の
嘉
点
と
関
係
を
有
す
る
も
の
と
予
想
で

き
る
。

　
た
だ
、
江
戸
時
代
の
漢
文
訓
読
一
般
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
な
部
分

に
ま
で
わ
た
っ
て
研
究
が
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
部
分
も
多
く
残

っ
て
お
り
、
ま
た
「
嘉
点
」
「
道
春
点
」
な
ど
と
い
う
場
合
も
、
単
に
訓

読
の
こ
と
の
み
で
な
く
、
注
釈
や
解
釈
ま
で
含
め
て
言
わ
れ
る
場
合
が
多

く
、
今
ま
で
の
所
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
に
考
察
の
中
心
が
あ
っ
た
た
め
、

体
系
的
な
訓
読
の
比
較
は
充
分
に
は
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
測
点
の
漢
籍
及
び
そ
の
注
釈
書
の
類
か
ら
、
そ
の
訓
読
上
の

特
色
と
し
て
共
通
す
る
事
項
の
内
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
る
と
、

　
（
イ
）
　
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
訓
む
接
続
語
の
う
ち
、
「
即
・
則
・
便
・
靱
」

　
　
は
「
チ
」
の
み
を
送
る
が
、
「
乃
」
字
に
は
「
ス
」
の
み
を
右
肩
に

　
　
振
る
。

　
（
ロ
）
　
場
所
な
ど
を
表
す
「
於
」
字
は
、
下
接
す
る
語
に
「
二
」
を
読

　
　
み
添
え
た
上
で
返
読
し
て
「
オ
イ
テ
」
（
「
テ
し
字
の
み
を
表
記
す

　
　
る
）
と
実
額
で
富
む
。

　
（
ハ
）
　
「
而
」
字
は
、
助
字
と
し
て
扱
う
場
合
に
は
不
読
と
し
て
、
上

　
　
接
す
る
語
に
「
テ
」
を
読
み
添
え
る
。
実
字
と
し
て
「
シ
カ
ウ
シ

　
　
テ
・
シ
カ
レ
ド
モ
」
な
ど
と
実
訓
で
認
む
場
合
は
「
シ
テ
・
ト
モ
」

　
　
の
み
を
送
仮
名
と
し
て
表
記
す
る
。

　
（
二
）
　
文
末
助
字
の
う
ち
「
耶
・
乎
・
哉
」
は
、
不
読
や
上
温
語
へ
の

　
　
読
み
添
え
と
せ
ず
、
実
訓
で
「
ヤ
・
カ
」
と
訓
む
。

　
（
ホ
）
　
「
不
」
字
を
打
消
し
の
助
動
詞
「
ズ
」
に
訓
む
場
合
、
「
ズ
」
と

　
　
訓
む
と
き
は
「
不
シ
テ
・
不
ト
」
の
よ
う
に
下
接
す
る
語
の
み
を
送

　
　
り
、
「
ザ
レ
・
ザ
ル
」
な
ど
と
窪
む
と
き
は
「
不
レ
バ
・
不
ル
ト
キ
」

　
　
の
よ
う
に
「
レ
・
ル
」
か
ら
送
る
。
「
非
」
字
や
、
「
未
」
の
再
読
の

　
　
場
合
の
左
訓
も
同
様
に
扱
う
。

　
（
へ
）
　
「
令
・
教
・
使
」
な
ど
の
使
役
を
表
す
字
は
再
読
と
せ
ず
、

　
　
シ
ム
　
　
　
　
ヲ
シ
テ
　
　
　
サ
　
　
　
シ
キ
コ
ト

　
　
令
二
人
　
　
作
レ
悪
…
　
（
『
孟
子
要
略
』
）

　
　
の
よ
う
に
間
接
目
的
語
に
「
ヲ
シ
テ
」
を
読
み
添
え
、
直
接
目
的
語

　
　
か
ら
単
純
に
返
読
し
て
、
該
当
字
を
「
シ
ム
」
と
警
む
。

　
（
ト
）
　
読
み
添
え
に
用
い
る
推
量
の
助
動
詞
「
ム
」
は
「
ン
」
で
表
記

　
　
す
る
。

　
（
チ
）
　
「
自
」
字
を
「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
と
警
む
場
合
「
オ
」
の
み
を
右

　
　
肩
に
振
る
。

　
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
接
続
辞
の
訓
み
方
や
再
読
字
の
扱
い
な
ど
、
嘉
点

の
特
徴
と
す
べ
き
点
は
多
い
が
、
闇
瓦
版
及
び
寛
文
年
版
本
を
始
め
他
の

日
本
書
紀
の
諸
本
と
比
較
す
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
点
の
み
を
挙
げ

た
。　

こ
の
う
ち
（
ロ
・
二
）
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
林
（
昭
和
五
十
二
年
）

も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
嘉
点
に
限
ら
ず
、
中
世
ま
で
の
、
語
句
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単
位
に
、
文
意
に
沿
っ
て
訓
を
付
け
る
訓
み
方
か
ら
、
一
字
毎
に
固
定
的

な
訓
が
定
着
し
て
い
く
近
世
か
ら
近
代
の
憾
み
方
へ
の
変
遷
を
反
映
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
（
ハ
）
は
、
右
の
よ
う
な
変
遷
に
関
わ
ら
ず
、

近
現
代
の
訓
読
に
至
る
ま
で
、
共
通
し
て
行
わ
れ
て
い
る
読
み
方
で
あ

る
。　

（
へ
）
の
使
役
字
に
つ
い
て
は
、
杉
浦
（
平
成
四
年
）
で
報
告
し
た
よ

う
に
、
近
世
の
比
較
的
早
い
時
期
の
も
の
に
み
ら
れ
る
再
読
か
ら
、
近
現

代
の
単
純
な
返
読
へ
の
変
遷
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
イ
・
ホ
・
ト
・
チ
）
の
点
は
、
漢
字
の
黒
み
方
や
意
味
・
用
法
の
解
釈

と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
、
仮
名
の
振
り
方
の
問
題
で
あ
る
が
、
近
世
の

様
々
な
訓
読
法
を
比
較
し
た
場
合
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
点
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
が
現
れ
易
い
と
も
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
闇
齋
版
の
訓
読
を
以
下
に
挙
げ
て
み
た
。

　
（
イ
）
に
関
し
て
は
、

　
チ
ナ
ス
　
　
　
　
ヲ

乃
　
生
レ
児

（
瑞
珠
盟
約
章
一
書
第
一
）

の
よ
う
に
嘉
点
と
は
異
な
っ
て

る
。　

（
ホ
）
に
関
し
て
は

火
　
火
　
出
　
見

「
乃
」
字
も
「
チ
」
の
み
を
送
っ
て
い

　
ト
　
　
ス
シ
テ

尊
　
不
レ
聴

（
海
宮
遊
行
章
一
書
第
こ

の
よ
う
に
、
「
シ
テ
」
が
続
く
場
合
で
も
「
ス
」
か
ら
仮
名
を
付
け
た
例

と
、
嘉
点
と
同
様
に
「
シ
テ
」
の
み
を
送
る
例
が
み
ら
れ
、
嘉
点
諸
本
の

よ
う
に
統
一
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
（
へ
）
に
関
し
て
は

使
レ婁

維ヲ

　　ユ

往≠

候彰
　　ム

（
天
孫
降
臨
章
一
書
第
こ

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
例
の
よ
う
な
訓
み
方
は
、
近
世
に
あ
っ
て
は
寛
文

年
版
本
の
よ
う
な
比
較
的
早
い
時
期
の
訓
読
に
多
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
以
降
漸
く
、
使
役
字
を
再
読
文
字
と
し
て
扱
っ
て
、

（
a
）

ツ
カ
ハ
シ
テ
　
　
ヲ
　
　
テ
　
　
セ

使
ニ
レ
鮭
測
候
一

　
シ
ム

の
よ
う
に
訓
む
も
の
と
、

（
b
）

シ
ム
　
　
ヲ
シ
テ
　
　
テ
　
　
　
セ

使
二
維
往
候
一

（『

負
H
版
』
同
箇
所
）

（
岸
本
宗
道
『
日
本
書
紀
』
同
箇
所
）

の
よ
う
に
近
現
代
の
訓
読
の
よ
う
に
読
む
も
の
が
あ
っ
て
、
嘉
点
は
b
に

該
当
し
、
闇
齋
版
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
日
本
書
紀
の

訓
読
で
、
b
の
訓
み
方
を
採
る
も
の
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
に

し
か
み
い
だ
し
得
な
い
。
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（
ト
）
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
（
平
成
三
年
）
が
近
世
の
漢
文
訓
読
に
お

け
る
「
ン
」
の
用
い
ら
れ
方
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
「
ン
」
が

当
時
の
漢
文
訓
読
の
一
般
的
な
表
記
法
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
闇
齋
版
も
嘉

点
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
寛
文
版
本
も
同
様
で
あ
っ
て
、
特
に
異
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
チ
）
に
つ
い
て
は
、
「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
と
望
む
「
自
」
字
に
「
オ
」

（
ま
た
は
「
ヲ
」
）
の
み
を
振
る
例
は
、
必
ず
し
も
当
時
の
漢
文
訓
読
に
お

け
る
一
般
的
な
表
記
と
は
言
い
得
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
［
口
本
書
紀
の
訓

読
で
は
、
闇
割
勘
、
寛
文
年
版
本
共
に
雪
曇
と
同
様
で
あ
る
。

　
ま
た
、
闇
響
町
に
は

　
ア
　
ツ
ケ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
タ
テ
マ
ヅ
リ
モ
ノ
ニ

不
レ
得
レ
預
　
天
　
孫
　
饒
｝
　
　
（
斎
宮
遊
行
章
一
書
第
二
）

の
よ
う
に
語
句
単
位
で
あ
る
程
度
固
定
し
た
訓
み
方
を
そ
の
ま
ま
継
承
し

た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
字
毎
に
固
定
し
た
訓
み
方
を

返
読
に
添
っ
て
積
み
重
ね
て
い
く
道
春
点
や
嘉
点
な
ど
の
近
世
以
降
の
訓

み
方
と
は
異
な
り
、
中
世
ま
で
の
日
本
書
紀
訓
読
の
伝
統
を
引
く
も
の
で

あ
る
。

ま
と
め

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
闇
闇
版
は
、
そ
の

本
文
・
訓
読
共
に
寛
文
版
本
の
そ
れ
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
成
っ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
積
極
的
に
吉
田
本
系
の
諸
本
や
寛
文
年
版
本
と
は
異
な
る
見

解
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
。
ま
た
そ
れ
は
闇
齋
自
身
の
書

紀
研
究
に
基
づ
い
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し

た
も
の
と
は
言
い
難
い
こ
と
。
従
っ
て
、
闇
齋
や
そ
の
関
係
者
の
名
を
冠

し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
彼
ら
が
直
接
に
こ
れ
ら
闇
三
冠
の
編
集

刊
行
に
関
わ
っ
た
と
は
考
え
難
い
こ
と
。
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
闇
齋
版
神
代
紀
は
垂
加
神
道
（
特
に
御
筆
神
道
系
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
）
関
係
の
何
者
か
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
か
な
も
の
の
、
内
容
的
に
は
垂
加
神
道
あ
る
い
は
御
露
神
道
と
は
関

係
は
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
三
豊
版
は
、
江
戸
時
代
に
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
日
本
書
紀
の
諸

版
本
の
内
、
積
極
的
に
自
ら
の
解
釈
を
打
ち
出
し
た
『
黒
羽
版
』
や
『
田

中
頼
手
校
訂
日
本
紀
』
な
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
流

布
本
で
あ
る
寛
文
年
版
本
、
あ
る
い
は
そ
の
も
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
、
い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
の
諸
本
の
伝
統
の
上
に
立
っ
た
、
と
い
う
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
を
引
き
写
し
た
も
の
と
も
み
な
し
得
る
『
美
園
書
院

版
』
や
『
江
戸
須
原
屋
版
』
な
ど
に
近
い
性
格
を
持
つ
も
の
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
寛
文
年
版
本
は
慶
長
勅
版
の
権
威
を
背
景
と
し
て
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
所
と
な
り
、
数
次
に
わ
た
っ
て
下
刷
・
再
刻
が
成
さ

れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
は
こ
れ
に
極
め
て
近
い
、
改
刻
本

と
で
も
言
う
べ
き
日
本
書
紀
の
諸
版
本
が
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
書
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も
お
そ
ら
く
そ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
闇
齋
の
名

も
、
後
人
の
手
に
よ
っ
て
本
人
や
そ
の
門
人
達
と
は
無
関
係
に
加
え
ら
れ

た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。

　
特
に
、
延
享
二
年
山
崎
嘉
改
正
版
と
山
崎
闇
黒
を
直
接
に
結
び
付
け
る

こ
と
は
、
か
な
り
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
梨
木
祐
之
改
正
版
に
つ
い
て

は
、
祐
之
自
身
の
編
集
に
か
か
る
も
の
と
考
え
て
も
良
い
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
と
す
れ
ば
祐
之
が
、
寛
文
版
本
を
主
、
闇
齋
の
説
を
従
と
し
て
扱

っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
も
ま
た
垂
加
神
道
の
伝
流
や
、
そ
の
中

で
の
日
本
書
紀
の
受
容
を
考
え
る
上
で
問
題
を
含
む
の
で
あ
る
。

　
（
な
お
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
京
都
下
御
疑
神
社
、
伊
勢
神
宮

文
庫
、
鹿
島
神
宮
宝
物
館
の
皆
様
に
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
に
特
段
の
ご

配
慮
を
賜
る
と
共
に
、
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
銘
記
し

て
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
）

〈
比
較
の
対
象
と
し
た
諸
本
〉

（
版
本
）

寛
文
九
年
版
本
（
初
刻
本
・
寛
文
九
年
版
）
架
蔵

寛
文
九
年
版
本
（
再
刻
本
・
安
政
三
年
版
）
架
蔵

黒
羽
版
日
本
書
紀
（
天
保
十
四
年
版
）
架
蔵

田
中
中
庸
校
訂
日
本
紀
（
明
治
十
三
年
版
）
架
蔵

岸
本
宗
道
『
日
本
書
紀
』
（
明
治
二
十
五
年
版
）
架
蔵

銘
仙
本
紀
（
無
刊
記
本
）
架
蔵

（
古
写
本
）

水
戸
本
日
本
書
紀

為
縄
本
日
本
書
紀

（
昭
和
十
九
年
・
日
本
文
献
学
会
叢
刊
一
）

（
昭
和
五
十
七
年
・
神
宮
古
典
籍
印
影
上
皇
・
八
木
書
店
）

（
雪
煙
著
作
）

神
代
巻
講
義
（
日
本
古
典
学
会
『
山
崎
闇
齋
全
集
』
第
四
巻
・
昭
和
十
二
年
欝
本

古
典
学
会
・
昭
和
五
十
三
年
ぺ
り
か
ん
社
再
刊
）

神
代
下
風
葉
集
（
同
前
第
五
巻
）

文
會
筆
録
（
同
前
第
一
巻
）

垂
加
文
集
（
同
前
第
二
巻
）

孝
経
外
傅
（
同
前
第
三
巻
）

孟
子
要
略
（
同
前
第
三
巻
）

参
考
文
献

黒
板
勝
美
『
撰
進
千
二
百
年
記
念
日
本
書
紀
古
本
輯
影
』
大
正
十
二
年
・
撰
進
千

　
　
　
　
二
百
年
記
念
会

佐
伯
有
義
『
神
道
分
類
総
目
録
』
昭
和
十
二
年
・
春
陽
堂

丸
山
二
郎
『
日
本
書
紀
の
研
究
』
昭
和
三
十
年
・
吉
川
弘
文
館

門
前
真
一
「
古
事
記
「
所
御
三
之
」
の
御
に
つ
い
て
」
昭
和
三
十
一
年
・
『
山
辺

　
　
　
　
道
』
第
二
号
所
収

小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
体
」
昭
和
五
十
二
年
『
岩
波
講
座
田
本
語
一
〇
・
文
体
』

　
　
　
　
岩
波
書
店
所
収

近
藤
啓
吾
『
山
崎
闇
齋
の
研
究
』
昭
和
六
十
一
年
遅
神
道
史
学
会

近
藤
啓
吾
『
続
山
崎
闇
齋
の
研
究
』
平
成
三
年
・
神
道
史
学
会

齋
藤
文
俊
「
近
世
文
語
に
お
け
る
助
動
詞
「
ン
」
1
漢
文
訓
読
文
中
の
用
法
の
変

　
　
　
　
遷
i
」
平
成
三
年
・
『
國
語
と
國
文
學
』
第
六
十
八
巻
第
二
号
・
東
京

　
　
　
　
大
学
国
語
国
文
学
会
所
収
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「
黒
羽
版
日
本
書
紀
の
訓
読
上
に
特
色
に
つ
い
て
」
平
成
四
年
・
『
放

　
　
　
　
送
大
学
研
究
年
報
』
第
九
号
所
収

高
島
元
洋
『
由
崎
闇
齋
＊
日
本
朱
子
学
と
垂
加
神
道
』
平
成
四
年
・
ぺ
り
か
ん
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
四
年
十
一
月
十
四
日
受
理
）
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A　Study　of　the　Kzandoku　in　the　A　nsaiban－lindaiki

Katsumi　SuGluRA

ABSTRACT

　　　Ansai　Yamazaki　and　his　apprentices　did　some　research　in　the　Nihonshoki．　Since

the　eRd　of　the　17th　century，　seme　of　the　printed　texts　of　the　first　two　beoks　of　the

Nihonshofei　have　been　thought　to　have　been　edited　by　them，　based　on　the　results　of　their

research．　IR　general，　these　texts　have　been　called　the　Ansaiban－lindailei．

　　However，　these　texts　contain　a　lot　of　points　which　are　different　from　the　results　of

their　research，　and　further，　the　texts　are　in　fact　similar　to　those　of　the　Kanbunhanpon，

the　general　text　of　the．〈励onshoki　since　the　end　of　the　17th　century．　The　1（々励κη．

hanPon　was　edited　by　members　of　a　religious　sect　which　A　nsai　Yama2afei　oppesed．

　On　the　basis　of　these　facts，　it　is　concluded　that　the・4nsaibanヲ勿ぬ♂勉was　not　edited

by　A　nsai　Yama2akl　and　his　apprentices．


